
４ 東京都立南多摩中等教育学校 
解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

多くの反例が示されることで、じゅう来のものの見方や考え方にうたがいが生じ、

い持できなくなるから。（４８文字） 

〔問題２〕 ２０点 

当たり前のことをめぐる問いにもかかわらず、だれも最終的な答えを知らない 

（３５文字） 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

 

適性検査Ⅱ 

１ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

(１) 
４．０６ ｃｍ 

(２) 
〔直角三角形〕 ２０ 個 〔正三角形〕１０ 個 〔円〕７ 個 

〔説明〕 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を３個作るように切る。 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を２個、円を１個作る

ように切る。 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を１個、円を２個作る

ように切る。 

１本のモールは、直角三角形を２個、正三角形を４個、円を４個作る

ように切る。 

〔問題２〕 １５点 

 

 

(１) イ                     ● 

１→２→３→１→２→５→６→４ 
(２) 

２，３，４ 



 

２ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

〔サケのルイベ〕 

サケのルイベに「雪にうめて、こおらせる」という保ぞん方法が用いられている

のは、小たる市の冬の平均気温が０度以下だから。 

〔マアジのひもの〕 

マアジのひものに「日光に当ててほす」という保ぞん方法が用いられているのは、

小田原市の冬のこう水量が夏に比べて少なく、日光に当てることができたから。 

〔ブリのかぶらずし〕 

ブリのかぶらずしに「あま酒につけて、発こうをうながす」という保ぞん方法が

用いられているのは、金沢市の冬はこう水量が多く、空気がしめっており、発こ

うが進む気温だから。 

〔問題２〕 １５点 

（選んだ二つを〇で囲みなさい。） 

米 ・ 小麦 ・ そば 

米がとれる地いきと小麦がとれる地いきの年平均気温と年間こう水量をそれぞ

れ比べると、米がとれる地いきの年平均気温は高く、年間こう水量は多いが、小

麦がとれる地いきの年平均気温は低く、年間こう水量は少ない。 

 
 

３ ４０点 

〔問題１〕 １８点 

(１)〔選んだもの〕 ウ 

〔理由〕 実験１から、色がついているよごれを最もよく落とすのは、アとウ

であることが分かる。そして、実験２から、アとウを比べると、ウの

方がより多くでんぷんのつぶを減少させることが分かるから。 

(２)  ５分後のつぶの数をもとにした、減少したつぶの数のわり合は、水だけの

場合よりも液体ウの場合の方が大きいから。 

〔問題２〕 ２２点 

(１)  せんざいの量を２８てきより多くしても、かんそうさせた後のふきんの重

さは減少しないので、落とすことができる油の量は増加していないと分かる

から。 

(２) 〔サラダ油が見えなくなるもの〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

〔洗剤
せんざい

〕   ４  滴
てき

 


